
令和 ６年 １月 ２５日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
活動場所 養父市建屋能座地区 活動の様子の写真・成果物の写真

実施日程 2023年10月～2024年10月（通年）

実施した生産活動・施設外就労の概要

鳥獣害柵のカズラ（つた）の除去作業

利用者数　等

利用者4～12名　スタッフ1～4名

＜目的＞
地域連携活動のねらい・地域にとってのメリット・対象者にとってのメリット

＜成果＞
実施した結果・得られた成果・課題点

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 NPO法人　ほまれ・やぶ　「ほまれ家」

住　所 兵庫県養父市建屋４６３－１

2814800195

坪内みほ

令和５年度電話番号 ０７９－６６１－９０４４

連携先企業名 養父市　能座地区　 担当者名

能座地区において、高齢化と地区住人の減少は、今回の作業だけにとどまらず、様々な面で懸念となっている。地域が必要と
している支援と事業所の地域連携に関する能力を持ちより、将来にわたって継続可能な地域連携活動を実施していきたい。

連携先の企業等の意見または評価

村上英司

野生生物から作物を守る防獣柵の周囲に、蔦が絡みついてその重みで
柵を倒さないように予防する。春、夏の雑草の生育と同時に、獣害柵
に絡まってしまう蔦を除去することにより、毎年閑散期に行う獣害柵
自体のメンテナンス作業を軽減できる。

毎年閑散期に行う柵のメンテナンス作業の負担を軽減できた。作業中
に付近の住人とコミュニケーションをとることができ、農業従事者の
様々な悩みを聞くことができた。鎌などの道具の使い方も習得でき
た。蔦が乾燥していると除去もしやすいが、冬季に雨の多い但馬地域
では乾燥させるのが難しく作業の効率化を考える必要がある。

閑散期に行う獣害防止柵メンテナンスの負担が年々増えてきていた。高齢化と地区住人の減少により、作業人員が不足し
年々、蔦が放置される地区が増えていた。ほまれ家さんの協力により地区の農作物圃場維持管理に一定のめどがついた。

様式１


